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Fig. 1・2.Life cycle ofbasidiomycetous mushrooms. 
3 













(Buller， 1931; Quintanilha， 1939)，ニ核菌糸体の二つの核とも移動し
たと考察した相反する報告もある(Dickson，1934， 1936; Quintanilha， 
1939 ;木村， 1958 b). 
さらに，一核菌糸体の核が二核菌糸体のどちらの核とも和合できない場
合，二極性きのこの場合は該当組み合わせはないが，四極性きのこの場合












ところで，二極性担子菌のきのこである Pholiotanameko (Arita， 1964， 
1979 Masuda et al.， 1995)および四極性担子菌のきのこである





あることが見いだされている(Masudaet al.， 1995). また， Fig1合に示
すように Flammulinavelutipes (Brodie， 1936)， Coprinus CInereus (Rao 
and Niederpruem， 1969)， Pholiota nameko (Arita， 1979; Cao et al. ， 
1999)の二核菌糸体から形成されるオイディアの多くは一核性であること
が報告されている.さらに ，Pholiota namθ'ko (Cao et al.， 1999) 
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Fig 1-3. Oidiuln formation by the segmentation of cell 





























について報告している (Dickson，1934;木村， 1957a， 1957b， 1958a， 1958b ; 
Oikawa 1939 ; Quintanilha， 1937， 1939). このように，二核菌糸体(親ニ
核株)によってー核菌糸体(親ー核株)が二核化する現象はダイ・モン交配
(Papazian， 1950) あるいは発見者の名にちなんで Buller現象と呼ばれて
きた (Quintanilha，1937).自極性きのこのダイ・モン交配には，和合性 (AB








合わせは，和合性 (Alx (A2+ A3) )および半和合性 (Alx (Al十A2))の二種






ー核化が生じる (Arita， 1964， 1979;Masuda et a1. ，1995). 二核菌糸体の
ー核化は，本菌のオイディア形成でも生じる (Caoet a1. ， 1999). 本菌にお
ける二核菌糸体あるいはオイディア形成による一核化では核の選択が介在
する (Masudaet a1. ， 1995 ; Cao et a1. ， 1999). すなわち，二核菌糸体コロ
ニーの外縁部から分離されたほとんどの一核菌糸体は親二核株の片方の核
型を示す (Masudaet a1.， 1995). それ故，菌糸体のー核化における優位核
の選択が介在する.菌糸体のー核化における親二核株からの核選択の比較優
位性には序列が見いだされている.また，同ーの核選択の規則が本菌の一核









本研究には，P. namekoのー核株 NAll，NF8， NX6を紫外線照射することに
より作出した三つの栄養要求性突然変異株 NA11-26(Al/ade-)， NF8-267 
(A5/pdx-)， NX6-582 (A6/his-)を用いた.栄養要求性突然変異株の作出は
衣笠および北本(1997)らの方法に従った.菌糸体の培養は 12mlのPDA
培地 (NissuiPharmaceutical Co. Ltd) を分注したプラスチック製のペト
リ皿 (Iwaki，90 x 15 mm)で、行った.保存菌株から切り出した寒天のブロッ




合性を示す二つの一核株を接種した.約 10日間， 250Cで培養後， PDA平
板培地上のコロニーを検鏡し，クランプ結合を確認したものを，二核菌糸体











れらの物質を必要とすることから， ade-， pdx-， his-と分類した.MMの組
成は， グノレコー ス 20 g/l， (NH4) zP04 1. 5 g/l， KHzP04 0.46 g/l， KzHPO 









た (Caoet al， 1999). ダイ・モン交配により作出したこ核菌糸体からのー


















































































































































































































































































































































































































































体は親ー核株 NX6-582(A6/his-) の核と二核親株 NF8-267(A5/pdx-) の核
とで構成されることが推測された.最初の組み合わせのダイ・モン交配の二
核化のプロセスに NAll-26(Al/ade-) とNF8-267(A5/pdx-) の間に核選択
の序列が介在した.次の組み合わせのダイ・モン交配では，二核化した菌糸
体の核型は 66(pdx-) :2 (his-)の分離比であった.すなわち，形成され
















った.また，親一核株NAll-26(Al/ade-) と親二核株 NAll-26(Al/ade-) 
十NX6-582(A6/his-) とのダイ・モン交配では 10サンプルとも二核化が確
認されたが， NX6-582 (A6/his-)と親二核株 NAll-26(Al/ade-)十NX6-582
(A6/his-) とのダイ・モン交配の場合は 5サンプルで、しか二核化が認めら



































































































































































































































































































は同菌の二核麗糸体のー核化の序列 (Masudaet a1. ， 1995)およびー核性オ






















































































































































































































































































































































































































るー核菌糸体の二核化は， Bulier (1930，1931) により発見
された.その後，同様の二核化現象が多数報告されている
(Dicson， 1934; Quintanilha， 1937， 1939; Oikawa， 1939 ; 
木村， 1957a， 1957b， 1958a， 1958b). 親二核株による親
ー核株の二核化はダイ・モン交配 (Papazian， 1950)，あ











親ー核株へ移動し二核化すると推測した (Nogami et al.， 
2002) .このダイ・モン交配に供試したこ核菌糸体株を構成
する 2核開での比較優位性の序列が示され，その結果は本
菌におけるこ核菌糸体 (Masudaet al.， 1995) およびオ














告されている.最初の事例は ，P. nameko (有田， 1964;Arita， 








Ashan ( 1952) および Aschan-Aberg( 1960) より Collybia
(=Flammu1ina) velutipesでも報告されている.もう一
つ事例は ，Coprinus cinereus (Rao et al， 1969)， Favolus 
arcularius (Kitamoto， unpublished data)， F. velutipes 
(Brodie， 1936; Takemaru， 1954; Kitamoto et al.， 2000)， 


















本研究には ， F. velu tipθsのー核株 A2，A6， D4を紫外
線することにより得られた栄養要求性突然変異株 A2・10
(A1Bl/pab-)， A6・9 (A2B2/met-)， D4・2 (A4B4/ade-) 
を用いた.菌糸体は 12 ml の PDA 培地(Nissui 
Pharmaceutical Co. Ltd.) を分注したプラスチック製ペト
リ皿 (Iwaki，90X15 mm) で培養した.保存菌株から菌糸




4 mm離して二つのー核株を接種した. 250C， 10日間の培
養後， PDA平板培地上のコロニーを検鏡し，クランプ結合
を調査することにより二核菌糸体を確認した.確認した二


















MMの組成は 20g/l glucose， 1.5 g/l (NH4) 2 HPO 4' 0.46 
g/l KH2P04， 1.0 g/l K2HP04， 0.5 g/l MgS04 ・7H20，
120μg/lチアミン塩酸塩， 15 g/l精製寒天であり，殺菌








定した (Kitamotoet al.， 2000). 二核菌糸体からのー核
-24-


























A6幅 9 (A2B2/met-) と A2・10 (A1Bl/pab-) +D4・2
( A4B4/ade幽)の交配について 10組の試験を行った結果，
すべての交配試験で親一核株の二核化が確認された.同様
に，親一核株 A2-10 (A1Bl/pab-) と親二核株 A6-9
(A2B2/met-)十D4・2 (A4B4/ade-) および親一核株 D4・2



























































































































































































































































































































































































































-株が pab-株で 22株が ade-株であった.この結果から ，A2・10
















親一核株 D4・2 (A4B4/ade同)と親二核株 A2・10




























































































































































































































































































































































































た.親二核株 A6・9 (A2B2Imet-) +D4-2 ((A4B4Iade-)と親
ー核株 A6・9 (A2B2Imet-) の組み合わせの交配では，すべ
てのサンプルで二核化が生じた.一方，親一核株 D4・2
(A4B4Iade-) との交配では，全サンプノレの 50%で二核化
が観察された.親二核株 A2-10 (A1Bllpab-) + A6・9
(A2B2Imet-)と親ー核株 A2・10(A1Bllpab幽)の組み合わ
せの交配では， 40%のサンプルが二核化したのみであった












Collybia (=Flamm ulina) vθlu tipesは生長の周縁部で二
-30-
核菌糸体からオイディア形成を経由することなしに一核菌









A2・10 (A1Bllpab-) +D4・2 (A4B4/ade胴)では 13%，A6幽 9
( A2B2Imet-) +D4・2 (A4B4/ade-) では 5 %， A2-10 




の核型は，それぞれ A2・10(A1Bllpab-)， D4・2(A4B4/ade -) ， 
A2・10 (A1Bllpab-) であった.菌糸体のー核化におけるこ
れらの核の比較優位性の序列を総括すると， A2・10
(A1Bllpab-)→ D4・2 (A4B4/ade-)， D4・2 (A4B4/ade-) 


























































































































































































































































































































































































報告されている (Quintanilha， 1937， 1939 Papazian， 














( 1931) は Coprinuslagopusにおいて，親二核株に存在
する相補核が親一核株へ移動し，二核化が完遂されると推
測した.しかし， Dickson( 1934，1936)， Quintanilha( 1939) 
および木村(1958b )らは，それぞれ Coprinus

























二極性きのこ P.namθkoおよび四極性きのこ F. velutipes 
においては，ニ核菌糸体コロニー屑縁部でのー核菌糸細胞
の形成が報告されている(有田 1964， 1979; Masuda et 
al.， 1995; Ashan， 1952; Aschan-Aberg， 1960). オイディ
ア形成におけるこ核細胞のー核化も P. nameko (Arita， 
1964， 1979 Kitamoto et al.， 2000) および F.velu tipes 





























能力が報告されている(有田 1979; Cao et a1.， 1999; 
Brodie， 1936; 五itamoto et a1. 2000) . しかしながら，
きのこにおけるオイディア形成は担子菌のごく一部と考え













本研究には L.edodesの二核株 X-1および#110株を uv
照射して作出した栄養要求性変異株 X-1-248(A4B3/his-)，
X-1-449(A3B3/pab-)， X-1-650(A3B4/ile-)，X-1-667(A4B3/ 
ade-)， X-1-829 (A4B4/met-)， # 110-666 (A1B2/ade-)， # 110-
822 (A1B2/met-)， # 110-872 (A1Bl/trp-)を用いた.また，




mlの PDA培地 (NissuiPharmaceutical Co. Ltd.)を分注し
たプラスチック製のペトリ皿 (Iwaki， 90 x 15 mm)で行った.






の栄養要求性一核株同士を交配して作出した. P D A平板
培地の中央に 4m離して二つの和合性を示す二つの一核株
を接種した.約 10日間， 250Cで培養後， P D A平板培地上
のコロニーを検鏡し，クランプ結合を確認したものを，一
核菌糸体とみなした.このように二核化を確認した後 P
DA斜面培地に接種し 2週間， 250Cで培養し 50Cで保存
した.
ダイ・モン交配におけるこ核化の検証













物質を必要とすることから， ade-， his一， n i c一， met一， tr p-， 
pab-および ileー と同定した .MMの組成は，グルコース 20 
g/l， (刊H4)2P04 1.5 g/l， 五百2P04 0.46 g/1，K2註P04
1. 0 g/l， MgS04・7H200.5 g/l，チアミン塩酸塩 120μ











について調べた結果を， Table 4-1に示す L.edodesの親
二核株 X-1-248(A4B3/his一)+ X-1-650 (A3B4/ile-)と親一核
株#110-822(A1B2/met-)，親二核株 X-1-650(A3B4/ile-) + 
X-1-667(A4B3/ade )と親一核株#110-872 (A1Bl/trp-)，お





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































P. os trea tusの半和合性ダイ・モン交配における核の選択
P. ostreatusの半和合性組み合わせのダイ・モン交配の
結果を， Table 4-2に示す.













結果となった.また，これらの結果から P. os trθatusの二
核菌株においても，二核の比較優位性について， TD33-118 

















きのこ P. namθkoと F. velutipesの場合を半和合性組み
合わせの交配で観察したところ，親二核株のうちの核選択
で優位性を示す核がダイ・モン交配の完遂においてより有



















いと考えられるム θdodθSおよび P. ostreatusにおいても
和合性および半和合性組み合わせの交配で一核菌糸体の二
核化が，これまでの多くの既報と同様に確認された
((Dicson， 1934; Quintanilha， 1937， 1939; Oikawa， 1939 
木村， 1957，1958a， 1958b).また ，L. θdodθSと P. ostreatus 
におけるダイ・モン交配においても，親二核株におけるこ
核のうちの一核が選択されるプロセスが介在し，おそらく，
P. nameko や F. velutipθS で立証されたもの (Cao et 


















る一核菌糸体の二核化は， Buller (1930，1931) により発見
された.その後，伺様の二核化現象が多数報告されている
(Dicson， 1934; Quintanilha， 1937， 1939; Oikawa， 1939 ; 
木村， 1957， 1958a， 1958b). 四極性きのこにおけるブラ
ー現象に関わる未解明の主題の一つは，体細胞組換え，す
なわち不和合性ダイ・モン交配の際に和合性の交配遺伝子






















本研究には F.velu tipesの野生一核株 A2 (A1Bl)， A6 
(A2B2)， A 7 (A1B2) および A8 (A2Bl) を紫外線するこ
とにより得られた栄養要求性突然変異株 A2・12
(A1Bl/ade-)， A6・14(A2B2/met-)， A7・21(A1B2/met-) 
および A8・2 (A2Bl/his-) を用いた.また，上記の野生一
核株は交配型テスター株としても用い， A6株は二核交雑株
の作製にも用いた.菌糸体は 12 ml の PDA培地(Nissui 
-49 
Pharmaceutical Co. Ltd.) を分注したプラスチック製ペト
リ皿 (Iwaki，90 x 15 mm) で培養した.保存菌株から菌糸




















少培地 (MM) とMMに 10mg/lのアデニン (ade)，メチオ
ニン (met)，もしくは p-アミノ安息香酸 (pab)を加えた平板
培地に接種し，菌糸体の栄養要求性を検定した.これらの
栄養素を必要とする一核菌糸体をそれぞれ ade¥ met-， 
pab-株と同定した. MMの組成は 20 g/l glucose， 1.5 g/l 
(NH4)2 HP04， 0.46 g/l KH2 P04， 1.0 g/l K2 HP04， 0.5 g/l 
MgS04 ・7H20， 120μg/lチアミン塩酸塩， 15 g/l精製寒
天であり，殺菌前に pHを 5.5に調整した.本研究で用い












二核菌糸体からのー核性オイディアの分離は Kitamoto et 
? ??
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F. velutipesの親一核株 A7-21 (A1B2/met-) と親二核株
A2-12 (A1Bl/ade-) + A6-14 (A2B2/pab-)，親一核株 A7-21















































































































































































































(A2B2/wild) および親一核株 A8-2 (A2Bl/his一)と親二核









ター株と交配させて行った.その結果を， Table 5-2""' 5-4 
に示す.
親一核株 A7-21 (AIB2/met-) と親二核株 A2-12
(AIBl/ade-) 十 A6-14(A2B2/pab-) の組み合わせの親一核
株側の二核化した菌糸体を用いて形成させた 10株のー核性
オイディア由来一核菌糸体の交配型を分析したところ、親
一核株 A7-21(AIB2/met-)に由来する AIB2株が 7株，いず
れのテスター株とも交配可能な ArBr株が 3株の割合で検出
された (Table5-2). 親一核株 A7-21(AIB2/met-) と親二核




Table 5-2. Mating compatibility tests of ten strains of oidium-derived monokaryons produced 
from incompatible di引lOnmating between a monokaryon A 7・21(AIB2/met-) and a dikaryon 
A2・12(AIBlIade-)+A6・14(A2B2/pab-) . 
Oidium-derived Mating testers Mating 
monokarγotic strain type 
A2 (AIBJ) A7 (AIB2) A8(A2BJ) A6(A2B2) 
十 AIB2 
2 十 AIB2 
3 + AIB2 
4 + 十 + 十 ArBr 
5 十 AIB2 
6 + AIB2 
7 十 AIB2 
8 + 十 + 十 ArBr 
9 十 + 十 十 ArBr 




型は，親一核株 A7-21 (AIB2/met-) 由来の AIB2株が 2株，
ArBr株が 8株の割合で検出された (Table5-3). さらに，親
-核株 A8-2 (A2Bl/his-) と親二核株 A2-12(AIBl/ade-) 
+ A-6 (A2B2/wi ld) のー核株側のニ核化した菌糸体のオイ
ディア株においても，親一核株 A8-2 (A2Bl/his一)由来の

















Table 5-3. Mating compatibi1ty tests of ten strains of oidium-derived monokaryons produced 
from incompatible di-mon mating between a monokaryon A 7・21(AIB2Imet-) and a dikaryon 
A2・12(A 1 B 1 lade-) + A6 (A2B2Iwild) . 
Oidium-derived Mating testers Mating 
monokaryotic strain type 
A2(AIBl) A7(AIB2) A8 (A2BJ) A6(A2B2) 
十 十 + 十 ArBr 
2 十 + + 十 ArBr 
3 + 十 十 十 ArBr 
4 十 十 + 十 ArBr 
5 十 AIB2 
6 十 + + + ArBr 
7 + AIB2 
8 + 十 十 + ArBr 
9 + + 十 + ArBr 
10 + + + 十 ArBr 
-57-
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Table 5-4. Mating compatibility tests of ten strains of oidium綱derivedmonokaryons produced 
from incompatible di-mon mating between a monokaryon A8-2(A2Bl/his-) and a dikaryon 
A2-12 (AIBlIade-) +A6 (A2B2Iwild). 
Oidium-derived お1atingtesters Mating 
monokaryotic strain 句rpe
A2(AIBJ) A7 (AIB2) A8 (A2BJ) A6(A2B2) 
十 A2Bl 
2 十 A2Bl 
3 + + + 十 ArBr 
4 十 + + 十 ArBr 
5 十 十 十 + ArBr 
6 十 十 十 + ArBr 
7 + A2Bl 
8 + A2Bl 
9 + 十 十 十 ArBr 





二核化が完遂すると推察されている (Quintanilha， 1939; 












Ellingboe(1964)の Schizophyllum comm uneにおける事例
の説明を支持する結果を示した.体細胞組換えによる新規











































































































Studies on the Buller phenomenon in bipolar and tetrapolar 
mushrooms 
by Tomomi Nogami 
Most edible m ushrooms are heterothallic basidiomycetes. Cells 
forming their mycelia and fruit-bodies are usually heterokaryons with 
two kinds of haploid nuclei of different mating types in each cell. The 
crossing of two complementary monokaryons of different mating types 
results in dikaryotization of monokaryotic mycelia. In 1930， Buller first 
observed the dikaryotization of monokaryotic mycelia by the dikaryotic 
mycelia of a tetrapolar mushroom， Coprinus lagopus， when they were 
placed near a large colony of monokaryotic mycelia. The 
dikaryotization of a monokaryon (the parental monokaryon) with a 
dikaryon (the parental dikaryon) has been referred to as di百 on
mating or as the Buller phenomenon. Many researchers have 
reported similar dikaryotization phenomenon in many other tetrapolar 
basidiomycetes thereafter， although no report from bipolar mushrooms. 
However， the following two major questions about the Buller 
phenomenon on tetrapolar mushrooms are not clarifying yet; (a) 
? ?? ?
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』whether selection of one of the two nuclei in the parental dikaryon in 
legitimate di-mon mating is involved， and (b) in somatic recombination， 
whether de novo generation of compatible genotypes of mating factors 
during incompatible di-mon mating occur. 
In the present study， the author exa訟 inedthe involvement of 
similar nuclear selection rules in compatible and hemicompatible 
di-mon mating in a bipolar mushroom， P.nameko， and surveyed the 
effect of mycelial monokaryotization on legiti血 atedi -mon mating in 
this mushroom. 1 also examined the nuclear selection rule in the 
legitimate di-mon mating in a tetrapolar mushroom， Flammulina 
velutipθ's， which mushroom involve the mycelial monokaryotization 
from dikaryotic mycelia. Further， 1 conducted a similar study by 
using two tetrapolar mushrooms， Lentinula edodes and Pleurotus 
ostreatus in which the mycelia血ightkeep at dikaryotic state during 
growth and expansion. In the final chapter of this study， 1 examined 
the somatic recombination in the illegitimate di-mon mating of a 
tetrapolar mushroom， Flammulina velu白戸s.
The nuclear behavior in Buller phenomenon in a bipolar 
mushroom， Pholiota nameko， was examined with use of auxotrophic 
mutant strains to demonstrate the involvement of nuclear selection 
rules in dikaryotization by di-mon mating. During compatible di-mon 
mating of a parental monokaryon and a parental dikaryon， 
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dikaryotization of the monokaryotic mycelia occurred. We speculated 
that only one nucleus of the two nuclei of the parental dikaryon was 
selected， and the dominant nucleus migrated into the parental 
monokaryon to complete dikaryotization. The hierarchy of 
dominance of the three nuclei of the dikaryotic strains tested during 
such di-mon mating was established. The hierarchy was the same as 
that for mycelial and oidial monokaryotization. In hemicompatible 
di-mon mating， the nucleus ofthe parental dikaryon complementary to 
the parental monokaryon could be the nuclear donor in dikaryotization. 
However， when the complementary nucleus was lower on the 
hierarchy than the other nucleus of the dikaryon， then 0% to 50% of 
the samples isolated from the parental monokaryon side of the colony 
had completed dikaryotization. Further， similar nuclear selection 
rules that apply to compatible di幽monmating may operate in 
hemicompatible di-mon mating. Crossing between a parental 
monokaryon and monokaryotic cells produced by mycelial 
monokaryotization of a parental dikaryon occur at times during what 
seems to be di-mon mating in this mushroom. 
The involvement of nuclear selection rule and mycelial 
monokaryotization in compatible and hemicompatible di-担 onmating 
of Flammulina velutipes has been examined. The compatible di-mon 
mating between the parental monokaryon and the parental dikaryon 
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brought about dikaryotization of the monokaryotic mycelia. Only one 
of the two nuclei of a parental dikaryon was selected， and the nucleus 
migrated into the parental monokaryon to complete dikaryotization. 
The hierarchy of dominance among the three nuclei of the dikaryotic 
test strains during such di-mon mating coincided with that for 
mycelial monokaryotization of this mushroom. In hemicompatible 
di-mon mating， one nucleus of the parental dikaryon， complementary 
to the parental monokaryon， could be preferentially the nuclear donor 
in dikaryotization. However， when the complementary nucleus in the 
parental dikaryon was recessive in the nuclear selection， the test 
samples might complete dikaryotization at a lower frequency than that 
by the dominant nucleus of the parental dikaryon. A similar nuclear 
selection rule that applies to compatible di-mon mating may be active 
in hemicompatible di-mon mating. It is suggested that the crossing 
between a parental monokaryon and the monokaryotic cells produced 
by mycelial monokaryotization of a parental dikaryon may occur， at 
times， during what seems to be di-mon mating. 
The examination of nuclear selection rule involved in compatible 
and hemicompatible di-mon mating of Lentinula edodlθs and Pleurotus 
ostrθatus which did not produce monokaryotic oidia or monokaryotic 
mycelia from dikaryotic mycelia were carried out for comparing the 
above results from oidium forming mushrooms. The compatible 
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di-mon mating of these mushrooms also brought about dikaryotization 
of the monokaryotic mycelia by migrating a selected nucleus of the 
parental dikaryon into the parental monokaryon. In hemicompatible 
di-mon mating of these mushrooms， the nucleus of the parental 
dikaryon complementary to the parental monokaryon could be the 
nuclear donor in dikaryotization although the nucleus was dominant 
or recessive in nuclear selection that occur in the parental dikaryon. 
However， when the complementary nucleus was lower in the nuclear 
selection hierarchy， the apparent rate of the completion of 
dikaryotization in the samples was very low in the isolated samples 
tested. It was estimated a similar hierarchy in the nuclear selection 
Oぱfthe parental d副ika訂ry卯r市ons might act in the compatible and 
hemi民C∞ompa抗ti出bled伝r祖 on matings in工双1the t旬es坑tmushrooms. 
The somatic recombination in the illegitimate di幽monmating in 
a tetra polar mushroom Flammulina velutipes was examined by 
applying the oidium monokaryotization method to isolate and 
determine the two kinds of nuclei in the resulting dikaryon by di-mon 
mating. The noncompatible di-mon mating between the parental 
monokaryon and parental dikaryon brought about dikaryotization of 
the monokaryotic mycelia. The nucleus of oidia formed from the 
resulting dikaryon was identified to either one of the two nuclei; the 
nucleus of the parental monokaryon in the di-mon mating， or the 
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nucleus that was capable to mate against four tester strains in the 
mating compatibility test. Therefore， ithas been demonstrated that 
the resulting dikaryon consisted of the nucleus of the parental 
monokaryon， and the nucleus (ArBlうthatwas newly produced by the 
recombination of chromosomes occurred in the somatic cells of 
dikaryon during the process of di-mon mating. One the new nucleus 
was arised in the parental dikaryotic mycelia， itmight migrate into the 
parental monokaryotic mycelia after conjugation of two mycelia， and 
completed the dikaryotization of the monokaryons. 
From the present study， the author demonstrated the involvement 
nuclear selection rules in compatible and hemicompatible di-mon 
matings， and also revealed the de novo generation of the nucleus with 
a new mating type by somatic recombination in a process of the 
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